
佐賀県地域医療介護総合確保基金事業

看取り普及啓発事業

老衰での最期は平穏死

石飛 幸三 先生

1935 年、広島県生まれ。慶応大医学部卒。消化器外科専攻。
ドイツの病院で血管外科医として約 2 年勤務。東京都済生会中央
病院で血管外科の応用手術に励み、30 年間脳梗塞予防目的の頸動
脈内膜摘除術や野球投手の血管損傷手術法の発展に寄与した。
老衰へどこまで医療が介入すべきかを考え、2005 年より東京都
世田谷区の特別養護老人ホーム「芦花ホーム」の常勤配置医。
著書：「『平穏死』のすすめ」（講談社）など

い し と び    こ う ぞ う

１０月１３日
佐賀県医療センター好生館
２階　多目的ホール
（佐賀市嘉瀬町中原 400 番地）

　

【TEL】 ０９５２−２８−１２７６ 【FAX】 ０９５２−２８−１２７９ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：鬼﨑）

13:30　開場

14:00　開会 ・ あいさつ

　　　　 （佐賀県医務課地域医療担当
　　　　　　　係長　尾鷲 一成様）

14:30　開演

16:00　質疑応答、 閉会

（土）

佐賀県医療センター好生館　

看取り普及啓発事業事務局

誰にでも訪れる人生の最期。
どう締めくくるかを考えてみませんか。

お申し込みは、 チラシ裏面の申込書に必要事項をご記入のうえ、下記まで FAX にてお申し込みください。

参加無料

14 ： 00 ～ 16 ： 00

【日時】 【場所】

【プログラム】

【申し込み ・ お問合せ】

【講演】

【講師】

※佐賀市営バス、昭和バス、祐徳バスが運行しております。


